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令和 6年神奈川県議会第 2回定例会	 社会・健康対策特別委員会	

	

令和 6年 7月 1日	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 私、ヘルスケアというのが久しぶりというか、委員会で話をするなんて二十

数年間なかったからさ、あなた方に。ただまあ本当に変わらないなと、十何年

前と、皆さん方の答弁も何も。今日は抜本的なところからちょっと聞かせくだ

さいな。	

	 このイントロドンで２行目に、最先端医療・最新技術の追求と未病の改善と

いうことで、今特化してヘルスケアやっていますよと。ところが、そもそも前

から私言っているけれども、ヘルスケア・ニューフロンティアの目指すマクロ

的な施策って何を目指しているの。県民に対してどんなようなマクロ政策をし

て、そのゴールはこうですよというふうなものは何しているの、これ。要はず

っと話聞いていると、これやりました、あれやりましたと、こんなの書くこと

はいっぱいできると思うよ、俺。あんた方、これがとんでもない新しい技術と

かと話をしますよ、これやっています、あれやっていますというミクロの政策

するんだったらもうこんな議論なんか必要ないと思うんだ、私。あんた方、こ

うです、ああですと細切れで、いや、これは幾つですみたいな話をしているん

だったら、このヘルスケア・ニューフロンティア、そもそもは未病なんだから。

未病なんて微妙なんだよ。微妙だから何言っても全部通じるんだよ、未病って。	

	 だから、私がまず聞きたいのは、それこそあんた方がやっている、そもそも

はゴールはどこなんだ。そこまでにどういうことをやろうというようなロード

マップはどうなっているの、これ。相も変わらずだらだらだらだら、いろいろ

なＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤだ、ああだこうだと、何質問していいか分かんな

いよ、こんなの。全部質問したいけれども。どうですか、これ。	

	

◎連携調整担当課長	 	

	 ヘルスケア・ニューフロンティア政策は、超高齢社会を乗り越えるという目

的のために、健康寿命の延伸と新たな産業の創出を目指して、最先端医療・最

新技術の追求と未病の改善を進めてきました。産業政策と保健医療政策を融合

した政策を進めているものと認識しております。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 あなたが今、大事な角度言ったよね、健康寿命。ところが一つも足らないじ

ゃん。昨年のたしかデータを私、見たけれども、神奈川県５位だよ、女性に至

っては 15 位だよ。あなたがそういう答弁しているんだったら、そこの道のりは

どうなっているんだよ。ロードマップなんか何もないじゃん。毎年総括だって

ないだろうよ。たしか昔、議会でもって健康寿命論争があったけれども、それ

をしろとは私は言わん。ところが、何かのゴールがなくて、これやりました、

あれやりましたという話をしたって何もならないだろうと私さっきから言って

いるんだよ。そういう答弁は何回も聞いた。そうでなくて、あなたが言った健

康寿命に関わるロードマップとはどのような形で出来上がっているの、神奈川
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県として。	

	

◎連携調整担当課長	 	

	 健康寿命のロードマップというところは、ストレートにこちらのほうからお

答えするのがなかなか難しいのですが、これまでの答弁の中でも、健康増進や

未病改善の手法だとか個人の効果というのは多様で、なかなか相関性を示すこ

とは難しいということを認識しております。そうした中で、健康増進、未病の

改善に向けた取組を産業と一緒にやることで、皆様にいろいろなエビデンスの

ある商品・サービスを多くの方々に提示できるように取り組んできたところで

ございます。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 それはあなたじゃなくたって、全産業でやっているよ。だから、何で県とし

て公として特化してそういうところに何をしたんですかと私は聞いているの、

さっきから。どこの産業だってみんなそうだ、がんだって何だってみんな、ど

こだっていっぱいやっているよ。みんな健康寿命のためにやっているんだ、あ

る意味では。健康だってそうだし、食べるものだってそうだし、特にその中で

特化してあなた方、この未病産業という、ヘルスケア・ニューフロンティアっ

てだから何を目指して、どこをどうしているんですかというのを私さっきから

聞いている、それを分かりやすく教えてくださいな。	

	

◎連携調整担当課長	 	

	 ヘルスケア・ニューフロンティア政策では、未病改善の要素となる食、運動、

社会参加、それから……	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 いや、だから聞いているって、さっきからそれ。何度も同じこと繰り返さん

で、時間がないんだからさ。そこが、私はまあ特別委員会だからここで止めて

おくよ。そもそもがそういうゴールもなくてやっているから、だらだらだらだ

らと、申し訳ないけれども、ここにいろいろ文字がいっぱい書いてあるの。も

っと聞きたいことはいっぱいあるよ。この未病女子とかいうのだって、これも

う何でこんな、124 万件もアクセスが入っているのに、たかだかともだちになっ

ているのは 4,568 件なのかとかさ。こんなの１回見たら、これは厳しいんだと

思ってこっちへ行ったんだろう。全部見てみると、これやりました、あれやり

ましたと書いているけれども、その総括がないんだよ、あんた方というのは。

常任委員会じゃないからこれ以上私言わないよ。	

	 まずはあなた方に言っておくけれども、そろそろ出さないと、十何年間もや

っていてみっともないよ。あなた方、総務政策のところでこういうふうな論議

がないんだろう、きっと、勘だけれども。特別委員会だからこういう形でもっ

て出てきて、答弁がこういうふうな形になるんだよ。だから、まずは一つきち

っと、ロードマップと何を目指すのか、そういうのを明確にそろそろしないと、

そのうち私も本会議場でやりますよ、一発。よろしくお願いしますよ。ねえ牧
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野部長、頼みますよ。	

	 その中で、私これ見ていてびっくりしちゃったな。まずこのアのところだよ。

最先端医療・最新技術の追求という中に、一番最後の行に社会実装に取り組む

と書いてある。これ社会実装やったのは何があるの、これ。要するに、県民が、

分かりました、それつけています、あーすごいねというのは何があるの、これ。	

	

◎ライフイノベーション担当課長	 	

	 社会実装とは、新しい技術やサービスが……	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 そうじゃなくて、何があるのと聞いているの、具体的に。そんな話はいいよ。	

	

◎ライフイノベーション担当課長	 	

	 例えば、湘南地域のプロジェクトで現在研究をしております、指先に装着し

たセンサーで転倒を未然に防止する技術というのが社会実装、それが医療・介

護施設での転倒防止対策ですとか従業員の転倒災害対策につながることが期待

できます。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 社会実装だよ、あなた。どこかでやっているということを私聞いているんじ

ゃなくて、社会実装とは県民がみんなシェアすることだろう、認知して。それ、

どんなものがあるのと言っているんだよ。もう何十年もやってきてさ、十何年

もやってきて、何があるの、こんなの。	

	

◎科学技術・ライフイノベーション担当部長	 	

	 コロナの前から、感染症に関していろいろな支援をしてまいりました。研究

支援も含めてしてまいりました。コロナが起きまして、実際に我々、当然初め

は試薬がないということで、今まで支援した企業と連携しながら新しい試薬等

を作ってきた。そういったことを踏まえて、機械を作って、いろいろな試薬を

作って、県民の方に病院に行こうと。すみません、先生のユーチューブでも紹

介していただいた部分はあるんですけれども、なかなか県内にはうまく、先生

おっしゃったように実装までいかなかった。ただ、それと連携しながら、抗原

検査という別の部分についても我々も研究支援をしながらやっていて、実際、

県民の方が自宅から出ないために自分で検査をしたりという部分があって、そ

れは抗原検査キットというのが当時ございました。ただ、なかなか国のほうで

は当時はそれはまだ自宅では使えない、病院でしか使えない。我々は、これを

県内に製造工場を持っている抗原検査会社に 12 億円分ほど寄附を頂きまして、

実証試験をやらせてもらって、結果的に子供、お子さん、いわゆるワクチンを

打てない方の世帯対象、全体に対してやったと。これは一つ社会実装になった

かなと。	

	 もう一つだけ先生、すみません、結果的に今ドラッグストア、薬局では、国

のほうは神奈川県の実証試験を一つの例に、サンプルにしながら、いわゆる薬
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局とかドラッグストアで今、抗原検査キットを買える状況に変わってきていま

す。これは一つ我々とすると、ヘルスケアとしての大きな成果かなというふう

に思っています。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 それは手前みそという、もうちょっと謙虚になったらどうなんですか。一つ

には、検査キットそのもの自体なんて、当時なかった。あのときにとんでもな

いほどの数が出てきたんだったとしたら、私は大いに褒めますよ。ところが、

あのときも基本的には時の流れとともにそういうものが流通してきた。また今、

ねえ、部長が言ったような、例のユーチューブでもって上げて、1,000 近い者が

みんな見てくれましたけれども、じゃそれも実装にならなかった。	

	 要はあなた方がやっていることというのは、私すごく心配しているのは、普

通の企業とか普通の団体とか、まあどこもそうだけれども、ゴールがあって、

その中に今どこにいて、いつまでこれをやって、このようになりましたとなら

ない限り、その部署はもうないんだよ。あなた方を見ていると、この一つ一つ

のこういうふうなものが分からない、正直言って。分からないところで、何を

しているのか分からないというのが私たちの率直な感想だよ。分からないとこ

ろで、何かは分からないけれども、そういうヘルスケア・ニューフロンティア

という部署があるけれども、何をやっているか私たちは分からんのだよ。それ

が率直な感想だよ。	

	 だから、今あなたが立場上、まあ強弁されたけれども、俺たち絶対そんなこ

と認めたくない。だって実装というのは、多くの方が、なるほど神奈川県がこ

うやってやってくれたというようなものにならなきゃならないけれども、委員

会の中だからあなたの話というのは通じるけれども、何のことじゃいなと、今

失礼ですが町を歩いている方が１人ここに来たら、何の話をしているんだ、あ

なた、という話にならないか。それは、実装とはかけ離れたものにならないの

かと私は思ってるわけですよ、一つは。	

	 その中で、もう一度あなた方にお願いしたいことは、大層なことが書いてあ

るけれども、もう一度目標を明確にして、自分のやっているものというのは、

本来なら提出してもらいたかったのよ、どんなプロジェクトがあるんだと今、

あなた方のヘルスケア・ニューフロンティアの中で。それが何本あって、それ

がＰＤＣＡサイクルの中から言ったらどこにあるのかというふうなことを見え

る化しろ。本来なら本気で本会議場で私、質問したいぐらいだよ。そうしなか

ったら、ここでやっている論議というのが一つ一つ全部細切れのような形で、

話をしたって何にもなんないじゃないかよ。委員会でもって、これだけの委員

が皆さん質疑されているんだから。私は第１点、それだけお願いしたいと思い

ます。やるかやらないか、皆さん方もどれだけ立場が変わるのか知らないから

さ、言っておくけれども。	

	 二つ目、私はね、このウの国際展開、スタンフォード大学で覚書やったとい

うけれども、覚書の内容というのは何、何を覚書したの、簡単でいいよ。	
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◎連携調整担当課長	 	

	 スタンフォード大学医学部とは、産学公連携モデルとして有名な大学ですの

で、ライフサイエンス分野の中で連携をして、企業へのアドバイスだとか産学

官の連携、ネットワークの支援をしていくという、そういった形の覚書になっ

ております。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 私はそんな詳細を詰めるつもりはないけれども、今あなたがざっくり言って

いるけれども、だからそれが、覚書が、何のどういうインパクトがあったの。

そもそもスタンフォード大学というのは、私の記憶の中では工学とか数学とか

そういうところはめちゃくちゃ人気がある大学だよ。医学部とあなたは簡単に

言っているけれども、正直言ってあまり知らないよね、スタンフォード大学の

医学部なんていうのは。そこから何かとんでもないものが出てきたとか、私は

あまり存じ上げない。私の知識のなさかもしれない。だけれども、さっきから

スタンフォード大学、またシンガポールのああだこうだと、覚書と言っている

けれども、別に覚書というのは単なる覚書だよ。契約があるわけじゃないじゃ

ん。それを何かやたら、私は何でこれにこだわるのかというと、前に新聞ネタ

にもなって、皆さん方にいろいろしたけれども、こういうふうに派遣して、県

の給料でもってやった派遣員が結局辞めてしまったということを追及させても

らった。こういう覚書とかそんなような形で、何か国際展開とかも、どうして

こうやって文章ばかりでこんなことになるんだろうと、エイジフレンドリーシ

ティとかさ。そういうふうなことを一つ一つ、何でそういうふうになったのか

という起承転結というのをここに書かないと。やりましたやりましたしか書い

ていない。それをすごく心配しています。私、本当に指摘しておきます。	

	 さあ、時間がないんで最後の質問しますが、これさっきからＭＥ－ＢＹＯ	 Ｂ

ＲＡＮＤが出ていた。ＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤと一生懸命言っていて、今、

そうなんだなと思ったのは、まずは会員であることなんだと、あの未病産業研

究会の中で。だって、会員、研究会の中に入っていなかったら、ここの対象に

ならないという部分であるならば、あまたそれぞれいっぱいあるじゃない、ア

プリから何から。そういうものの中で、なぜ逆に、私から見ると県内で、だっ

て県内で育てるのが本来の未病のブランドなんじゃないの。あんた方が未病と

いうふうなことは、黒岩さんがそうやって何とかしたいと言っているんだろう。

じゃ、県内でそういう人たちを育てていく、そういう企業を育てていくという

のだったら私分かるよ。この中に入ってなきゃならない、確かに 1,135 社かも

しれないけれども、大手も入っていれば、いろいろなものが入っているでしょ

う。そこに入らなければそこの中の対象にならないという、これほど理不尽な

ことはないと思うけれども、いかがですか、税金使っているんだよこれ。	

	

◎未病産業担当部長	 	

	 ＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤについては、もちろん産業振興の観点もあるんで

すけれども、むしろ県民ですとか市町村がどういう商品・サービスを使いたい

かと。そのときに、安全性と有効性、そこのところをしっかりと御案内すると、



 6 

そういった観点がございます。あと、ＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤの手続等を、

これは必ず我々は研究会のメーリングリストに流しますので、当然我々がいい

と思った案件があれば、それは我々から話をして研究会に参加していただいて、

その中で御案内もしますし、先方からも、大体一番最初に我々と一緒に話をす

るときに、研究会のところからブランドのほうということの流れになっており

ますので、そこのところは未病産業研究会の会員であるということが、ブラン

ドへの申請の門戸を狭くしているということはないんだろうと思っております。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 じゃ、そもそも聞くけれども、このブランドはどれだけ浸透力があるの。県

民は誰も知らないと思うよ。一つ例を出しましょうか。私、そうなんだと思っ

たのは、先ほどの質問の中だったら、このＮ－ＮＯＳＥっていうところ、これ

コマーシャルでやたら出ているじゃん。ところがあそこに神奈川県のＭＥ－Ｂ

ＹＯ	 ＢＲＡＮＤなんてどこも書いてないよ。何か小さなかわいいスズメみた

いなのがいっぱい出てくるよね、スズメじゃないかな。それは出てくるけれど

も、県民ブランドはどこにも書いてない。もう一つ、いや、まあいいよ、まあ

あなた聞きなさいよ。	

	 もう一つは、驚いたんだけれども、ほら、ベジチェックというの。これこの

前、林修さんのテレビで、鎌田さんか何かが出てきて、これを出てきている芸

能人に全部やって、こんなのあるんですかというふうに言っていたけれども、

結局そんなところにＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤなんてどこにも出てこないよ。

そもそもが、ＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤというもの自体がどれだけ県民への浸

透がされていると思っているの、これ。	

	

◎未病産業担当部長	 	

	 ＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤのロゴをどういう場面でどういうふうに使うかと

いうのは、これは当然各企業さんの判断がございますので、そこはいろいろな

パターンがあるんだろうと思っております。	

	 あと、やっぱりブランドを認定する意味としまして、当然広告効果だけでは

なくて、先ほど先行会派の質問でも回答しましたが、ブランドに認定されるこ

とで実際の産学公連携が進んで、例えばロボットスーツＨＡＬ、これは医療機

器だけではなくて未病にも展開と。これはＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤによって

進んでいくところでもあります。そういった形で、いろいろな形でＭＥ－ＢＹ

Ｏ	 ＢＲＡＮＤをどういうふうに使うかと。これは我々と企業さんが実際にや

るときに、ディスカッションをして最適化を図っていくということになると思

います。ただ、そのＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮＤ自体が、物すごく大きなそうい

うＰＲ効果があるかというと、先生が言われた話というのは、今事実だと思っ

ています。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 今、ＨＡＬの話ししたよね。何台ぐらい入っているの、今、県下に。	

	



 7 

◎未病産業担当部長	 	

	 県内に何台入っているかというのは、これはちょっとサイバーダインのほう

の企業情報になりますので、そこはちょっと我々把握はしていませんが、ただ、

以前ですと、かなり湘南ロボケアセンターで専門施設だけでやっていたところ

が、昨今、腰タイプも含めて、高齢者施設ですとか一般的なクリニック、ここ

にも入る段階になってきていると。これは神奈川県のＭＥ－ＢＹＯ	 ＢＲＡＮ

Ｄの我々と一緒にやった成果でありますので、そこは今後しっかりと進めてい

きたいと考えています。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 じゃ、何でロボットそのもの自体の中で、サイバーダインのＨＡＬというの

がだよ、私が固有名詞でもって出して話をするけれども、何でいまだにリハビ

リやそういうふうなところで、一般のところで使われていないの。だって、何

も見たことないと思うよ。私も 10 年前から知ってるよ、これ。ただ、そもそも

はくっつけなきゃならないんで、意識信号で。失礼ですけれども、私、何人か

の方からお聞きしたけれども、電気信号でこういう形でもってやりながらリハ

ビリというのはなかなか難しいとおっしゃっていたよ。だから、あなたが今、

個人情報でもってそういうことが言えないというんだったらそれでも構わない

けれども、じゃ、サイバーダインのＨＡＬというのは、どれぐらいの人が県民

の中でもって実装として知っているかということだよ。	

	

◎未病産業担当部長	 	

	 先生おっしゃられた、日本国内でＨＡＬの認知度と広がりが期待よりも薄い

というのはおっしゃるとおりです。ただ、それは決してサイバーダインと我々

のやり方だけに問題があるのではなくて、日本でやっぱり新しい商品・サービ

ス、これは海外に比べて非常に受け入れにくいという文化性があるのも事実で

す。ですから、サイバーダインのＨＡＬ、むしろ海外のほうで売れている中で、

国内でのところが苦戦しているということも、若干これはサイバーダインのと

ころとしてもあります。ただ、そこのところは、我々としてはしっかりと県民

にそのエビデンスを届けながら、先ほど申し上げた県内の医療機関でも、ＨＡ

Ｌのエビデンスをしっかりと理解して、これは慶應義塾を含めてどんどん広が

ってきておりますので、これは県内にちゃんと広げていきたいということで取

り組んでいきたいと思っています。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 いや、あなたがそういうふうに例としてＨＡＬを出したから私は言ったんだ

よ。そもそもが、認定自体が 40 の中で、どれくらいの実装数があるの。要する

に、この中で出てきている 40 というブランドの中に、社会の中でもって実装さ

れたという実装率というのはどれぐらいなんですか。	

	

◎未病産業担当部長	 	

	 社会実装という言葉そのものに多分広い意味があるということは、これはず
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っとここ 10 年間の課題だと思っております。ただ、その中で、我々の実装の話、

もちろん全員がそういうふうに知るというパターンもあれば、一つのテクノロ

ジーをいろいろな場面で応用展開していくと、これも社会実装ですごく重要な

ところだと思っていまして、我々例えば先ほどのＨＡＬで言えば、医療機器だ

けではなくて、未病のそういう認知機能のほうへの展開ですとか、こういうふ

うなのは我々が進めてきたところですので、それは社会実装に向けての非常に

大切な取組の一つであると、これから頑張っていきたいと思っています。	

	

◆鈴木ひでし委員	 	

	 あなたの決意発表はそこまでにしておいて、あと一つだけ言っておくよ。こ

の中で、今回新たに認定された脳の海馬の育成に着目したＢｒａｉｎＵｐとい

うの、これをちょっと見させてもらった。とてもいい試みだと私は思います。

ただ、運動のアプリという、このＢｒａｉｎＵｐという運動アプリがまたここ

で出てくる。そうすると、未病指標というふうなことを進めている人間の中か

らしたならば、また新たなものがここから出てくる。本来ならこのもの自体が、

あなた方がお金なりなんなりしてライセンスを取って、未病指標まで入れれば

いいんじゃないかと私は思うわけだよ、当たり前のことだよ、笑っているけれ

どもさ。こういうふうなことを何も書いていないで、だからさっきからあんた

方が強弁、実装されていると騒いでいるけれども、どうかこのＭＥ－ＢＹＯ	 Ｂ

ＲＡＮＤということ自体のきちっとした実装をしろということと、この中の 40

項目に対して対応しろということをお願いしたいと思います。	

	 それで、私、最後に、時代はいろいろ変わって、さっきからがんの話も出て

いた。先日の６月 30 日に神奈川新聞でがんゲノム検査の負担軽減検討と出てき

て、これからはゲノムの社会であることは間違いない。そもそも治療前のとこ

ろも、治療に入ったところから、がんの血液検査でもって対応しようというよ

うな話だ。これも政府としてやっていこうという話でした。これを見ていくと、

今までの要するに未病とかと言っていたことの概要ががらりと変わってくるだ

ろう。今度は六十何％という話が出た。治癒力というか、またその新しい治療

を発見できる可能性が、ややの可能性も入れると 80％、すごいことだと思う。

同時に、先日私も見たんだけれども、ゲノムの編集治療というのがある。ＣＲ

ＩＳＰＲ－Ｃａｓ９というのが新たに出てきて、これはもう昨年の 23 年 12 月

にＣＲＩＳＰＲ－Ｃａｓ９が出てきた。酵素できちっと悪い部分のゲノムを切

るというような形だ。	

	 申し上げるけれども、いつまでもあんた方が既存の中で要するにやっていて、

未来の医療というようなものに対して手を打たなければ、いろいろな何か適宜

こういうふうなものを各論で出すのは結構だけれども、そういうものは私は終

わりを迎えるんじゃないかというふうに思いますので、それだけ警告しておき

ますよ。	

	 以上、終わります。	


